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ココテラスの店内で撮影。左が旭宏
さんで、「消費者に直接売るのは大変
だが楽しい」と話してくれました。

 

 

 鶏は健康に育つようになりましたが、平成 18 年頃から輸入飼料の価格が急激に上昇し、経営

を圧迫しました。一方で、地元では、米の需要の低下や休耕田の増加などの課題があり、平成

22 年から、地元の稲作農家と連携して飼料用米の鶏への給餌を開始しました。「飼料用米の生産

→飼料用米を鶏に給餌→鶏糞を肥料として使用→飼料用米の生産」という循環型農業の実現によ

り、地域振興に役立てました。 

さらに、この取組でできた商品「あいちの米たまご」は、生活協同組合コープあいちや他の量

販店にも支持を得て販売されており、消費者にもおいしいと評判を得ています。 

 

 

 

「あいちの米たまご」を通した経験から、「地域振興を進め

るためには、取組内容を消費者にＰＲする空間が必要だ。」と

感じるようになりました。また、デイリーファームにおいて

日々鶏卵を生産しながら、「卵を生産して売るだけでなく、加

工によりさらに消費者に喜んでいただける形にして届けてい

きたい。」と感じていました。そこで、平成 25 年頃から６次

産業化に取り組むために準備を始め、平成 26 年に六次産業

化・地産地消法に基づく総合事業化計画の認定を受け、平成

27 年、直売施設ココテラスがオープンしました。ココテラス

では、プリンやシュークリームなどのスイーツや、鶏卵など

を販売しており、商品開発、商品製造、販売、運営などは息子の旭宏さんにすべて任せています。

需要に供給が追いついていないなど課題はありますが、自分たちの生産物を直接売り、消費者の

声を聞き、地域の活性化にも貢献できるココテラスの取組は大変やりがいがある様子でした。 

 

 

 

ココテラスの事業計画作成時や建設時には大変苦労したそうですが、その苦労を物ともせず、

次は、国家戦略特区の取組を利用して農家レストランを作る予定だそうです。その原動力は何か

と聞いたところ、「このお店、周りに農地があって、伊勢湾

を臨めて、すごく気持ちいいでしょ。卵を生産するだけの農

家が、消費者にこんなに気持ちのいい空間を提供できるんだ

ということを示したい。農家は大変だなぁじゃなくて、素敵

だなぁと思ってほしい。若い人が、農家になるために勉強し

て、努力して、やりたいと思ってもらえる職業にする。それ

を実現するのが夢。」と答えてくれました。 
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